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芋川砂防フィールドミュージアム実行委員会を開催

芋川砂防フィールドミュージアム実行委員会

芋川砂防フィールドミュージアム実行委員会は、平成16年に
発生した新潟県中越地震の教訓、短期で復旧させた砂防技術、
その過程で注がれた人の思いや連携の力などを継承し、地域の
絆を活かして防災力を高め、地域の魅力とともに砂防施設等を
活用して地域振興に寄与し、今後の全国の土砂災害対応と砂防
技術の継承に寄与することを目的として、平成23年度に設立し
ました。
実行委員会のメンバーは、長岡造形大学の澤田雅浩准教授を

実行委員長とし、地域の有識者、関係自治体等を実行委員とし
て構成されています。

10月３日(木)に長岡市の山古志体育館において、「平成25年度 芋川砂防フィールドミュージ
アム実行委員会」が開催されました。

実行委員会には、今年度より新たに小千谷市、魚沼市から委員として参加頂き、流域一体で
フィールドミュージアムに取り組むこととしました。

委員会では、10月23日(水)にオープンする「やまこし復興交流館」における芋川砂防フィー
ルドミュージアムの展示内容や、10月28日(月)に予定している砂防講習会について議論が行わ
れました。

また、来年度が新潟県中越地震から10年目という節目の年であることから、各機関で計画し
ている催事内容についての情報交換が行われました。

実行委員会の様子

澤田実行委員長


